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関西エアポート  

新代表取締役社長 CEO に三上 康章が就任 
 

 

関西エアポート株式会社は、2026 年 6 月 29 日（月）の定時株主総会および同日開催の取締役会におい

て新代表取締役社長 CEO に三上 康章（みかみ やすあき）が就任することが決定しましたのでお知らせし

ます。 

 

 

 

■新任 代表取締役社長 CEO 略歴 

 三上 康章（みかみ やすあき） 

1990 年オリックス株式会社に入社し、大阪営業第一部へ配属。その後、法人営業、財務、事業投資、米

国駐在、CEO 秘書役、人事・総務など、幅広い分野で経験を積み、各分野において手腕を発揮。 

2017 年に執行役へ就任。職場改革プロジェクトの推進担当として組織改革を主導し、生産性向上を伴う

業務改革を推進。多様なキャリア形成を支援するとともに、自律的に挑戦する企業文化の醸成に取り組ん

だ。2020 年常務執行役、2023 年取締役兼専務執行役へ就任。オリックスグループの経営中枢を担い、コ

ーポレート部門を統括するとともに、多角的な事業活動を支える経営基盤の強化に取り組んだ。 
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【報道関係の方からのお問い合わせ先】 
関西エアポート株式会社 
グループコーポレートコミュニケーション部 
パブリックリレーションズ グループ 
Tel：072-455-2201 

 

■コメント 

 代表取締役社長 CEO 山谷 佳之 

  三上新社長をお迎えするにあたり、心より歓迎の意を表します。関西エアポートグループは、関西国際

空港・大阪国際空港・神戸空港の 3 空港を一体的に運営し、国際線旅客の回復推進、空港ターミナルの

改修、広域観光の活性化など、多面的な挑戦を続けてきました。とりわけ、国際線需要の拡大に対応する

ための施設整備や、旅客体験向上に寄与するべく、さまざまな取り組みを行い、地域の皆さまからの期待

もますます高まっています。  

三上新社長は、多様な事業領域で、実行力と持続的な価値創造を両立させる手腕を発揮してこられまし

た。その豊かな経験は、これからの関西 3 空港の運営にとって極めて心強いものです。国内外の環境変

化が加速する中、安全・安心を最優先とした空港運営、利便性の向上、事業基盤の強化、そして西日本全

域への経済波及効果の拡大など、多岐にわたるテーマに力強く取り組んでいただけるものと確信しており

ます。  

 

 

 代表取締役副社長 Co-CEO ブノア・リュロ 

  三上新社長の就任を、心より歓迎します。関西エアポートグループは、この数年、さまざまな改善およ

びサービス向上策を着実に進め、関西と世界を結ぶ重要なゲートウェイとして、さらなる飛躍の段階を迎

えています。特に、関西国際空港 第 1 ターミナルの大規模リノベーションにより、旅客の快適性と効率

性が向上し、顧客満足度が大きく高まっています。 

三上新社長がこれまで培ってこられた幅広い経験と、先を見据えた事業推進力は、これからの関西エア

ポートグループの発展において欠かすことのできない力です。今後は、特にアジアを中心とした国際ネッ

トワークの一層の強化を図るとともに、環境への配慮と旅客体験の向上の両立に引き続き取り組んでまい

ります。新社長のリーダーシップのもと、“One 関西エアポートグループ”として、引き続き地域社会に

貢献し、利用者の皆さまに選ばれる空港づくりを共に推進してまいります。 

  

 

 新代表取締役社長 CEO 三上 康章 

  このたび、関西エアポート株式会社の代表取締役社長 CEO に就任し、3 空港の新たな舵取りを担うこ

ととなりました。関西 3 空港は、関西・西日本の経済や文化を支える重要な基盤であると同時に、世界

と地域をつなぐ“出会いの場”でもあります。関西国際空港 第 1 ターミナルのリノベーションをはじめ、

利用者価値の向上に向けた取り組みが大きく前進している中で、このバトンを受け取ることに強い責任感

を感じています。 

 今後も、空港の利便性・快適性のさらなる向上、国際線需要の拡大、環境配慮型経営の推進など、次の

成長ステージに向けた挑戦を加速させてまいります。 

関係者の皆さま、そして空港をご利用いただくすべての皆さまとともに歩み、ご期待に応えられるよう、

全力を尽くす所存です。引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 
 

 

 

関西エアポート株式会社は、オリックス株式会社と VINCI Airports（ヴァンシ・エアポート）を中

核とするコンソーシアムにより設立されました。関西国際空港（KIX）および大阪国際空港（ITAMI）

の運営を新関西国際空港株式会社から引継ぎ、2016 年 4 月 1 日より両空港の運営会社として事業を

開始しています。 

また、2018 年 4 月 1 日からは関西エアポート株式会社の 100％出資会社である関西エアポート神戸

株式会社が、神戸空港（KOBE）の運営を神戸市から引継ぎ、事業を開始しました。 

“One 関西エアポートグループ“として、空港の安全とセキュリティを最優先に、適切な投資と効率的

な運営によって国内外からの空港利用者へのサービスを強化してまいります。また、関西３空港の可能

性を最大限に引き出し、地域コミュニティへの貢献につなげてまいります。 

詳しくは、関西エアポートグループホームページ: www.kansai-airports.co.jp/をご参照ください。 
 

関西エアポート株式会社（関西国際空港および大阪国際空港の運営） 

本社 
大阪府泉佐野市泉州空港北１番地 

大阪市西区西本町一丁目 4 番 1 号（登記上） 
株主 

オリックス株式会社 40％、 

ヴァンシ・エアポート 40％、 

その他の出資者 20％ １ 

代表者 
代表取締役社長 CEO     三上 康章 

代表取締役副社長 Co-CEO ブノア・リュロ 

事業内容 関西国際空港および大阪国際空港の運営業務、管理受託業務等 

 

関西エアポート神戸株式会社（神戸空港の運営） 

本社 兵庫県神戸市中央区神戸空港 1 番 株主 関西エアポート株式会社 100％ 

代表者 
代表取締役社長 CEO     三上 康章 

代表取締役副社長 Co-CEO ブノア・リュロ 

事業内容 神戸空港の運営、維持管理業務等 

 

 

 

 

オリックスグループについて 
1964 年に設立されたオリックスグループは、法人金融、産業/ICT 機器、環境エネルギー、自動車関連、不動産関連、

事業投資・コンセッション、銀行、生命保険など、多角的に事業を展開する企業グループです。現在は、世界約 30 カ国・
地域において、約 36,000 人の役職員により事業を展開しています。 

オリックスグループの社会における存在意義は、「世の中がよりよい方向に進むきっかけとなる、“未来をひらくインパ
クト”をもたらすこと」です。この Purpose を軸に、グローバルで一体となり、社会に貢献してまいります。 

詳細は https://www.orix.co.jp/grp/ をご覧ください。 

 

 

 
 
世界有数の空港運営事業者であるヴァンシ・エアポートは、14 カ国において 70 以上の空港を運営しています。総合

インテグレーターとしてのノウハウを駆使して空港の開発、資金調達、建設、運営を行うとともに、その投資能力と専
門知識を活かした空港運営の最適化、施設改修、環境経営推進に取り組んでいます。 

ネットワーク全体で 2050 年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロ（スコープ１および 2）にすることを目標に掲
げ、ステークホルダーの取り組みをサポートするため、2016 年から他の空港運営事業者に先駆けて国際的な環境戦略
を展開しています。 

詳細は www.vinci-airports.com をご覧ください。 

                                                         
1 株式会社アシックス、岩谷産業株式会社、大阪瓦斯株式会社、株式会社大林組、オムロン株式会社、関西電力株式会社、近鉄グループ

ホールディングス株式会社、京阪ホールディングス株式会社、サントリーホールディングス株式会社、株式会社 JTB、積水ハウス株式

会社、ダイキン工業株式会社、大和ハウス工業株式会社、株式会社竹中工務店、株式会社 NANKAI、NTT 西日本株式会社、パナソニッ

クホールディングス株式会社、阪急阪神ホールディングス株式会社、レンゴー株式会社、株式会社池田泉州銀行、株式会社紀陽銀行、

株式会社京都銀行、株式会社滋賀銀行、株式会社南都銀行、日本生命保険相互会社、株式会社みずほ銀行、三井住友信託銀行株式会社、

株式会社三菱ＵＦＪ銀行、株式会社りそな銀行、株式会社民間資金等活用事業推進機構 
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